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塀 ぃフk療にあιすこ消誌劇こに向す3奇失

大阪市立大挙工学部 薔晏 =博 泳洋 華t椰

大濠ヽ主大学大学浣 サ生員  o天 坪 キ考

欠薇市立夫ウェ学部 IEヨ    還 晨 正男
1.緒 苦

最tの島もェ業輔 の電上幽は,来環7ク^7ο″′舞常為痢たとと73ο ～3.5″亡若え3と′
曽吉‖寺の氷興が ′θ～′3ヵと`′少濡`減動Dま で利自す3ょ うに0っ た この電 上世の周口o譜 芹の前

面には相当大きり粒 堤密韻け3麟辱がぁ8.

ォ′′回耕 ェ学部b舞針̀ cat,て燿義配>ヴ̀ ,氷堺′tぉけ3訪繕 岸と消織燿との歯膚rごつ̀ ,7警凄じ
D

たこ 今回け上記のような編bお中̀ ・築鬱され3訪ヵ護峠の責端高きヒ.消,遅の天端高さ,■して
侵入寝高ヒの油薩密相対ぶ波せにっι′ζ工～3.

2.実 蹄 ど実験方法

美験は,長 さン,″′中′の′高J′`ら の周洞″波

激業者で行なった。一端′■フラッターズの造波書冒左

取りつけ′セ端`=l″ν嘆型と毅すた。た書の上師σ円

弧でを`l′還波装置の上師′●ぁ3釉素き周脅″うん
=`S^|`"/rrィ

電せr7P=″ も たヽ`ノの月 ど*月詢′こ

・7/F7E雌 った。イ写■―′,

乃わ滅哺貯芹と消波4ぎの模型 (図―′)は苅底々 燿ピル

の上に證眈 財ガ購書岸のぇ端為ご|ご4媚義亀 消緩 と

Z麟  る料 掟`t,`,7)機 の女深夢たさせ′タ

翻編の中警を行'った。

消液fの寿卿の勾配ぼ′゙ ′島 プロックぼ中虫ぃ嗜

プロッワ′ 申空″型プロック テ トラオ
・
ッ札 中奎=

角螢プロツクのこ0`プ ロック亡用′′た。消波プロッ
ワ乙Otど 絆用ιたのrd′設計痢だ輌b前 層水深が深

く′設計剤"競ヒι7h卜‐'り` 'ο″のオと考之■ヵう

で`あ3。万端中ぼ′ぁまリレ:′ど縛筋 7F」<′ きた短ガすず

3と激 燿の拡 がいご(,力う′遇去`字′奇́ 象 におけ3経

験と靖 有壺で
'の
焼 矛から′■瑞れょプロックが25,θ

列ム3巧劇薦申D・5i9“げう島″さ療用ι層.

実験けF"曖たの相解幸に合ゎけて̀7●った。中験′さ用′,た波

`す̀職-1りに層ダ。波の慨月讐け aοzく /々∠<θ.′′″

′o9くち乞く′̀∫′ ′7く4/〃ζsb 7ぁ3.
消渡■ののリオ求鶏講雨ェで̀ t ′866′&`.″.ιれ
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図―l 奏 験計画図
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